




のの、国の基準よりも厳しい独自基準を条例で規定することにより、

議会の議決が無い限り容易に基準の変更ができない点で、他の団体の

条例より厳しいものとなっている。これにより、将来にわたり、現在

の健全な財政状況を維持するため、実効性の高い規定となっていると

評価する。  

 なお、本審議会としては、以下の２点を要望する。  

ア  条例案の柱となる国基準の２分の１とする流山市独自基準に  

 ついては、その数値を選択した具体的な根拠や妥当性について、 

 より市民にわかり易く説明すること。  

イ  市の財政方針及び財政状況への市民の理解と関心を高める  

様々な取組みや更なる解説の充実に努めること。  

以  上  
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